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要 旨

症例 は 68 歳 女性 横行結腸癌術後 6 ヶ 月 の定期検在で施行 さ れ た CT で左乳房 に 8mm 大

の 造影結節 を 指摘 さ れ 当 科紹 介 と な っ た ． 針生検で左乳癌 （乳頭腺管癌） ， ER : 2 % , PgR : 0 % ,  
HER-2 score : 1 と 診断 さ れ， 左乳房切除術 お よ び セ ン チ ネ ル リ ン パ 節生検 を 施行 し た ． 術 後

病理組織で は腫瘍径 8 X 7mm の 乳腺 low-grade adenosquamous carcinoma (LGASC) の 診断で，

セ ン チ ネ ル リ ン パ節転移は 認め な か っ た ． 術後 3 年現在， 無再発経過観察 中 で あ る ． W H O 分

類 に お け る 乳腺化生癌の 一 亜型で あ る 乳腺 low-grade adenosquamous carcinoma の 1 例 を 経験

し た の で， 文献的考察 を 加 え て 報告す る ．

キ ー ワ ー ド ： low - grade, adenosquamous, carci noma, LGASC 

緒 言

乳 腺 化 生 癌 の 一 亜 型 で あ り ， 稀 な 乳 腺 low ­

grade adenosquamous carci noma の 1 例 を 経験 し

た の で ， 文献的考察 を 加 え て 報告 す る ．

症 例

患者 ： 68 歳 閉経後女性．

主訴 ： な し ．

既往歴 ： 右F肢静脈瘤， レ ー ザ ー 治療． 萎縮性

胄 炎 に 対 し ピ ロ リ 除菌． 横行結腸癌 (Stage!) に

対 し 腹腔鏡下横行結腸部分切除術．

家族歴 ： 姉 ま た は 妹 に 乳癌．

現病歴 ： 当 院 で横行結腸癌 （StageI） に 対 し 腹

腔鏡下横行結腸部分切除術 を 施行 さ れ た ． 術前の

CT で 左 乳房 に 8mm 大 の 造 影 結 節 が 存 在 し た が

指摘 さ れず， 術後 6 ヶ 月 の 定 期検査の CT で著変
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図 l a 屈 l b

図 l e

図 l 初 診 時検 行所 兄
a )  b ) マ ン モ グ ラ フ ィ ： 左 B D E 領域 8 m m 人·の境 界 明 瞭

で ‘ド 滑 な 等涼度腫廂
c) CT : JE 乳房 乳 頭 直 下 に 8m m 大の造影結節

＾^  
嗚戌正
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図 2a

図 2c 図 2d

のない同 結節を指摘されて当 科紹 介 となった ．

マ ン モ グ ラ フ ィ 所 見 ： 左 BDE 領 域に8mm 大
の境 界 明 瞭 で 平 滑 な等 猥 度 腫 痴 (cat3) を 認めた

（図 I a, 図 I b). 

針生検病理組 織診断 ： 浸潤性乳管癌（乳頭）I泉管
癌） の診断で， E R : 2%, PgR : 0, H E R- 2 score : 

1 であ った

CT : 左 乳房乳頭直 下に8mm 大 の造 影結 節を認

め た（図 l C)． 腋窓 リ ン パ 節 転 移や遠隔 転 移， 大

腸癌 の再 発所 見 は認 め なか った

手術 ： 左乳癌 (cT l bNOMO, c Stagel)の 診断 で ，
左乳房 切 除術 お よび セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 生検を施

行 し た．

切 除標本病理組織診断 ： 8 X 7mm 大 の境 界 比 較
的 明 瞭で弾性硬 な腫瘍で あった（ 図 2 a, b)． 線維

性 間 質を背 餓に， 細 胞 異型 の比較的 弱 い 細胞が，

管腔 構 造 や 充実 性 の小胞 巣を形成 し ながら 不規則
な浸潤性増殖を示 し ていた ． 扁 平 上 皮 癌 に 特 徴的
な角 化 や 細 胞 間 橋を認めなか った （ 図 2 c, d, e). 
免 疫 染 色で は高 分子サ イトケ ラ チ ン CK5/6 , CK 14 

と 扁 平 上 皮 マ ー カ ー p 4 0 がび ま ん 性 に 陽 性を示す
胞 巣 がみ ら れ ， 扁 平 上 皮 なら びに筋 上 皮 が陽 性 と

図 2 b

l忍
I
2e 

図 2 切除椋 本 所 兄
a) b) 8 X 7mm 大 の概ね境界 11 J I瞭 な 腫瘍， c) d) e) 背 屈 の線維性1Wl質 お よ び管腔構造 と 充実性小胞巣
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図 3g

図 3 切除標本所見 （ 免疫染色）
a) C KS/6 : 陽性， b) C K 14 : 陽性， c) p40 : 陽性， cl) p63 : 陽性， e) c a l pon i n : 陰性， f) a S M A : 陰性， g) CDlO : 陰性

な る p63 も 陽 性 で あ る が， 他 の 筋 上 皮 マ ー カ ー

ca lpon in , a S M A , CDlO が 陰性であ る こ と か ら 扁 平
上 皮 化 生 と 考 え ら れ た （ 図 3 a ,  b ,  c ,  d ,  e ,  f, g) . 
以 上 よ り ， 乳腺化生癌の 一 亜型で あ る low - grade

adenosquamous carcinoma の 診断 と な っ た ま た ，
pTlbNO (sn) MO ,  p S tage I , 断端陰性， 波 及 度 ： g,

リ ン パ管侵製 ： l yO , 静脈侵襲 ： vO, 核 グ レ ー ド ：
1 ,  k i67 : 1 % で あ っ た

術後経過 ： 現在術後 3 年， 無治療無再発で経過
し て し ヽ る ．

考 察

乳 腺 low - grade adenosq uamous carcinoma は，
病理学的 に 低異型度腺癌の増殖の 中 に 扁平上皮化
生 を 伴 う 稀 な 疾患で あ る ．

WHO 分類 に お け る 乳腺化生癌の 一 亜 型 に 分類
さ れ 見 本邦の 乳癌取扱規約 に お い て は特殊型で
あ る 化生癌の う ち 扁平上皮癌に 含 ま れ る 2 ) .

LGASC は 1 987 年 に Rosen and Ernsberger に
よ り 初 め て 報告 さ れ 叫 そ れ以 降症例報告 が 散 見
さ れ る ．
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本邦における報告は少なく， 2 0 1 9年 1 1月現在，

医学中央雑誌で会議録を除く症例報告の原著論文
を検索すると， 2 編の論文において 2 症例の報告
を認めた．

乳癌は典型的には腺癌であるが， 扁平上皮や肉
腫様組織， アポ ク リン腺など乳腺組織以外への化
生を認める化生癌の頻度は5％未満とされる 4) .
そのうち LGASC はさらに稀な組織型であり， 全
乳癌の1％以下 である 立 若年者から高齢者まで
発症年齢は幅広く， 両側 性に LGASC を認めた
症例もある刻

発症 要因としては， 外傷， 炎症 ， 生検時に留置
された金属マ ー カ ー ヘの長期暴露などにより， 腺
上皮の修復過程で扁平上皮化性をきたし， それら
を発症 母地として癌化したことを示唆する報告も
あるが見 現時点でははっきりしていない． 癌の
部分以外に扁平上皮化生を伴わないこともあり
7) ， 腺癌として発生した後に扁平上皮化生を伴う
ようになった可能性も考 えられる．

画像所見においては， マ ン モグラフィー でス ピ
キュ ラを伴う不整形腫瘤または石灰化を認めるこ
とが多い． また， 超音波検査では境界不明瞭な低
ェ コ ー 腫瘤として描出されることが多いとされる
が， 他の乳癌に比して特異的な臨床所見や画像所
見はない 刻

病理診断においては， 古典的な悪性細胞所見に
乏しく， 穿刺吸引 細胞診による正確な術前診断は
困 難である5) 8) ． 針生検で診断可能なこともある
が見 良性疾患あるいは乳癌を疑われた腫瘤の切
除生検や， 本症例のように本疾患以外の乳癌とし
ての手術後に診断されることも多い 5) 9) ． 低異型
の腺癌様の組織構築に扁平上皮化生を伴うことで
診断され る が， 扁 平上皮癌との鑑別は必須である．
また， 上皮化 生の部分については筋上皮と扁平上
皮 の 鑑 別 に p 4 0 , C K5/6, C K 14 ,  p63 ,  CDlO 

等のマ ー カ ー の免疫 染 色が有用であると考 えられ
る． 筋上皮マ ー カー の染 色 パタ ー ンが， 管状癌や
硬化性乳腺症 などの疾 患との鑑別に有用であると
の報告もある7) 10) . 

LGASC は トリプル ネガ テ ィブあることの多い
化生癌であるが， 緩徐な病勢で 予後良好とされ

る 5) 1 1 ) ． 転移の頻度は低いが局所再発しやすいと
の報告もあるため 1 1 ) ， 注意 が必要である． 術後
補助化学療法の必要性について明確なエビデ ンス
は確立していないが， 未施行での無再発症例も多
く見られる見 本症例においては ER は 2% と弱
陽性であり， 術後補助治療としてホルモ ン 治療を
行う余地もあったが， LGASC であること， 腫瘍
径およ びその他の病理所見から再発リス ク は低い
と考 え ， 患者の意思も踏ま え て無治療経過観察と
なった 現在のとこ ろ 無 再発で経過しており，
妥 当 な選択であったと考 え られる． 今後， 組織型
に応 じた補助治療の省 略の可能性も示唆される
が， 現時点での散見される症例報告からは特界的
な治療は確立しておらず， さらなる症例の蓄積が
必要である．

結 語

乳腺 low - grade adenosquamous carcinoma の術
後無治療で無再発経過中の1例を経 験 した．
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